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浜名湖花博20周年記念事業

「デジタル田園都市」の拠点
会期：令和６年（2024年）４月６日（土）
　　　　　　～６月２日（日）（58日間）

＜浜名湖周辺の地域資源＞
 ・美しい自然（浜名湖）     ・豊かな食材
・歴史に培われた文化  ・ゆとりのある暮らし空間
・活力ある産業

ガーデンシティ

  [浜名湖花博20周年記念事業]テーマ

～レイクハマナ　デジタル田園都市～
ガーデンシティ

花･緑にあふれた環境と先端技術との融合による
「心豊かな暮らし（Well-being）」
「持続可能な環境・社会・経済（Sustainability）」
「地域発の産業革新（Innovation）」
を体感できる実験場

  目指す方向性

Ⅰ　心豊かな暮らし（Well-being）

環境と調和の取れた景観（浜名湖、Ｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒｅ）
新たなツーリズムのネットワーク拠点化

（ガストロノミー、ガーデニング、サイクリング）
ワーケーション

Ⅱ　持続可能な環境・社会・経済（Sustainability）

持続可能な公園づくり
生物多様性の保全

ゼロエミッションの実現

Ⅲ　地域発の産業革新（Innovation）

公園のスマート化
農業のスマート化

スマートモビリティの導入
バーチャルガーデンパークの先導モデル化

集客目標：50万～55万人

会期：令和６年（2024年）３月23日（土）
　　　　　　～６月16日（日）（86日間）

集客目標：40万人

環境と調和し、持続可能な社会を前提
とした新たな暮らしの創造

はままつフラワーパーク

    開催意義

＜ポストコロナ時代　本県の戦略＞

「デジタル田園都市」の実現
～技術、サービスの実証モデル～

ガーデンシティ

＜ポストコロナ時代　国家戦略＞

「デジタル田園都市」
ガーデンシティ

「人・自然・テクノロジーの架け橋」

デジタル田園都市

ガストロノミーツーリズムの推進
水産資源の回復
農福連携の推進

Ⅰ　「地域循環共生圏」の形成

スマート農業の推進
次世代自動車開発の推進

カーボンニュートラルの推進

Ⅱ　富をつくる産業の展開

DX（デジタルトランスフォーメーション）  の推進
食と花の都づくり

ガーデンツーリズムの推進

Ⅴ　多彩な交流の拡大

サイクルスポーツの聖地づくり
自然公園等の適切な管理

Ⅳ　地域の魅力向上と発信

Ⅲ　魅力ある暮らしの実現

ガーデンシティ

デジタルの実装を通じて、地方都市の個性を
生かしながら、生活の質や生産性を向上させ
ることで、地域社会と世界を結び、自由で開
かれた「ポスト東京時代」の未来都市を創造
する。 

【田園都市国家構想】
都市に田園のゆとりを、田園に都市の活力を
もたらし、両者の活発で安定した交流を促し、
地域社会と世界を結ぶ、自由で、平和な、開
かれた「田園都市国家」を目指す。
 

静岡県が目指す

ふじのくに

主催：浜名湖花博20周年記念事業実行委員会
・構成員　会長１名、副会長２名、委員３２名、監事２名
・会長　静岡県知事　　　副会長　浜松市長、湖西市長

広報プロモーション圏域

静岡県全域及び愛知県東部
　　　　　　　　 600万人
（重点地域）
静岡県西部及び愛知県東三河地域

　　　　　　　　205.8万人



浜名湖花博20周年記念事業 基本計画（広報宣伝・共通）
基本方針

本事業実施の意義の認知、集客目標の達成に向け、ターゲットに応じ、最も効果的な媒体・手法・施策により実施

2024年浜名湖花博20周年記念事業「浜名湖花博2024」

人・自然・テクノロジーの架け橋

～レイクハマナ　デジタル田園都市～

浜名湖ガーデンパーク50万から55万人、はままつフラワーパーク40万人、
合計90万人から95万人の集客目標の達成

ガーデンシティ

ターゲット

属性

×

圏域

圏　　域：静岡県全域及び愛知県東部
　　　　　600万人
重点地域：静岡県西部及び愛知県東三河地域
　　　　　205.8万人

エリア

重点地域

第２区分 第３区分

年代・単位

40代～70代　個人、小グループ

SNS愛好者、カップル・若者グループ、
ファミリー

20代～30代　個人、小グループ

属性
ガーデニング愛好者、旅行愛好者

20代～40代　個人、小グループファミリー層、　
個人、ファミリー

デジタルイベント愛好者

第１区分

主要な媒体・手法新聞、TV、雑誌 SNS、TV、情報誌 SNS、雑誌



浜名湖花博20周年記念事業 基本計画（浜名湖ガーデンパーク①）
[テーマ]　人・自然・テクノロジーの架け橋～レイクハマナ　デジタル田園都市～

■事業方針　多様な人材、団体等の参加・連携による事業展開

Ⅰ　会場計画

■会場テーマ　Sustainable Garden Village

■会場デザインコンセプト　

■基本方針　花緑を中心とした新たな都市公園の創造

■サイン計画

■事業展開イメージ

■会場ゾーニングとエリア設定

ガーデンシティ

～人・自然・テクノロジーの融合による
”SDGｓ型“次世代公園の創造～

浜名湖花博2024



浜名湖花博20周年記念事業 基本計画（浜名湖ガーデンパーク②）

■花修景コンセプト　
　Reborn 浜名湖ガーデンパーク

Ⅱ　花修景計画

■修景イメージ・アイデア

デザインレッスン花壇、ユニバーサルガーデン、
ポタジェガーデン、貴重種保全花壇、フォトスポット　等

■県民参加

こども・外国人県民・留学生・障害者等による花壇づくり、
ワークショップ、花壇コンクール・ハンギングバスケット
コンクール　等

c のたね

ポタジェガーデンイメージ

トピアリーイメージ

ワークショップ（たねダンゴ®づくり）開催イメージ



浜名湖花博20周年記念事業 基本計画（浜名湖ガーデンパーク③）

Ⅲ　主催者企画事業

■基本方針

■事業イメージ・アイデア

先端技術展示・実装、デジタルアートイベント、農業ＤＸ実装、スマートモビリティ体験、農福連携イベント、食イベント、
バーチャルガーデンパーク、SPAC公演、遠州織物関連イベント、「山の洲」イベント、ジュニアプロコン　等

「山の洲フェア」実施イメージ
デジタルアートイベントイメージ



浜名湖花博20周年記念事業 基本計画（浜名湖ガーデンパーク④）

Ⅳ　情報通信計画

■リアルタイム配信

■公式サイト・公式ＳＮＳ



概 要 版 浜名湖花博20周年記念事業
基本計画

高台エリア

エントランスエリア

外周西側エリア

マスコットキャラクター
「ふらまる」

NEW 【民間企業との連携】
エントランス周辺や芝生広
場などを活用し、先端技術
の企画展示等により、地域
産業の振興を図る。
【飲食物産展】
地元食材を活用した飲食物
などを、休憩所周辺の芝生
広場などに設定。

NEW 【花壇リニューアル】
野原のようなサスティナブ
ルガーデンを検討。生物多
様性ガーデンを目指す。

NEW 【ウェルカムガーデンの装飾】
来園者を迎える主要な玄関口にふさわしい、インパクトと美しさを
兼ね備えたシンボル展示を検討。

NEW 【花壇整備】
花壇の新設を計画し、花博2024の
主力展示を目指す

NEW【ステージイベント】
ウッドデッキステージやフラ・マウンドな
ど、既存のステージを活用し、音楽と花み
どりとのコラボレーションによるステージ
イベントを計画。

NEW
デジタルコンテンツを活用した音と光の夜間演出を
計画し、多くの夜間集客を目指す。



浜名湖花博20周年記念事業 実施計画（浜名湖花博20周年記念事業実行委員会（全体概要・広報宣伝））

Ⅱ　花修景計画

Ⅰ 開催概要

■概要
Ⅱ 広報宣伝

全期間：2024年（令和６年）３月23日（土）から６月16日（日）（86日間）

※浜名湖ガーデンパーク
　　　　2024年（令和６年）４月６日（土）から６月２日（日）（58日間）

※１：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちのご本人及び同伴の方１名は無料
※２：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちのご本人及び介護者１名は５割免除

浜名湖花博20周年記念事業実行委員会

　　名誉顧問　　スズキ株式会社相談役　鈴木修

浜名湖ガーデンパーク（住所：浜松市西区村櫛町5475-１）
はままつフラワーパーク（住所：浜松市西区舘山寺町195）

　　会　長　　　静岡県知事　川勝平太
　　副会長　　　浜松市長　　鈴木康友

　　副会長　　　湖西市長　　影山剛士

主催

会期

拠点会場

テーマ

人・自然・テクノロジーの架け橋～レイクハマナ　デジタル田園都市～

区分
前売り 当日 障害者（当日のみ）

大人 小中学生 大人 小中学生 大人 小中学生

浜名湖ガーデンパーク 600円 300円 800円 400円 ※１

はままつフラワーパーク 700円 350円 1,000円 500円 ※２

浜名湖ガーデンパーク はままつフラワーパーク 計

50万人～55万人 40万人 90万人～95万人

入場料

■ロゴ ■ポスター

広報開始に先立ち、公式ホームページを立ち上げ、プラットホームとしての情報を集積。

会期開始直前を広報宣伝のピークとしてマス媒体を集中投下。さらに、ゴールデウィーク後
に集中的に広報を実施し、リピーター集客をターゲットに来場客数の持続を図る。

第4弾の来場促進期では、会場周辺道路の渋滞対策として、迂回路利用や舟運による来場を推
奨し、周辺地域への配慮を行う。

ターゲット・圏域・時期を考慮し、
4期に分けて広報宣伝を実施

2023年
3月

2023年
9月

全体進行 圏域重点地域

●ホームページ
　公開

●ポスター掲出・チラシ配架

●浜名湖ガーデン
　パーク開幕

2024年
      4月

●交通広告・屋外ビジョン開始
●WEBコンテンツ公開 ●テレビ・ラジオCM開始

●開幕当日新聞広告

2024年
      5月

2024年
      6月

●閉幕広報
●公式記録誌発行

●GW後WEB広報 ●GW後テレビ・ラジオCM

●テレビパブリシティ第２弾

●テレビ・ラジオ
　パブリシティ第１弾

●追い込みWEB広報 ●追い込みテレビCM広報

●情報誌純広告
●交通広告開始
●雑誌広告掲載

●情報誌取材記事広告

●閉幕

●広報開始

●チケット
　販売開始

●メディアキャラバン
●のぼり・横断幕掲出
●ノベルティ製作
●長期（年間）媒体の実施
●事前告知看板設置

●ポスター掲出・チラシ配架

●のぼり・横断幕掲出
●着ぐるみ作成

●はままつフラワー
　パーク開幕

●のぼり配置強化
●懸垂幕設置

●元旦新聞広告
●テレビ情報番組取材
●県庁前看板

●パンフレット配架

●チケット販売WEB広報開始
●広報アンバサダー委嘱式
●旅行代理店説明会
●各種PRイベント出展

第
２
弾

第
４
弾

第
３
弾

第
１
弾

2024年
      1月

日程 期間

●チケット販売告知ポスター
　チラシ配架
●カウントダウンボード設置
●公用車等広報開始

集客目標



浜名湖花博20周年記念事業 実施計画（浜名湖花博20周年記念事業実行委員会（県部会））

Ⅱ　花修景計画

Ⅰ 会場計画

■会場ゾーニング
■デジタル等活用計画

■会場ゾーニングとキャラクター

■会場イメージ

Ⅱ 花修景計画

テーマカラーと
会場ゾーニング

浜名湖花博20周年記念事業 記念庭園

入場ゲートイメージ

ネットワーク利用イメージGPS連動型音声案内イメージ

 ユニバーサル花広場

 湖畔の散歩道

国際庭園

 百華園

 浜名湖花博20周年
記念事業 記念庭園  花の美術館

花ひろば 百華園

デジタルサイネージイメージ

■修景イメージ

 エデュテイメント
花広場

ウグリン

 多言語対応

 監修・制作：石原和幸氏



浜名湖花博20周年記念事業 実施計画（浜名湖花博20周年記念事業実行委員会（県部会））

アクティビティエリア国際庭園エリア

花の美術館エリア ■花壇コンクール
区分 内容

会場 国際庭園エリア（新規造成花壇）

名称 「花壇コンクールin浜名湖花博2024」

テーマ 「心安らぐ湖畔の風景」

審査委員長 石原和幸氏（株式会社石原和幸デザイン研究所代表取締役）　

時期
A部門：招待者
B部門：一般公募（オープンガーデナー／プロのガーデナー）
C部門：一般公募（緑化関係者）

Ⅲ 主催者企画事業

体感型デジタルアート（後日公開）

体感型デジタルアート「魔法の美術館」

■修景イメージ

デジタルスタンプラリー

SAMPLE SAMPLE

バーチャル浜名湖ガーデンパーク

「いきものコレクションアプリBiome」との連携

スマートモビリティの運行・体験
（出展企業：スズキ株式会社）

自動運転自動車
乗車エリア

自動運転自動車
降車エリア

自動運転車椅子
体験エリア

■浜名湖花博2024
浜名湖ガーデンパーク
広報アンバサダー

■デジタル関連イベント

■デジタル関連イベント

浜名湖花博2024 SDGs環境教育トークショー
（後日公開）

■その他のイベント

Ⅳ 情報通信計画

■リアルタイム配信  渋滞対策

se
cret

後日公開

se
cret

se
cret



概要版① 花修景計画

基本方針

浜名湖花博20周年記念事業
基本計画

　これまで整備してきた各エリアの充実を図るとともに、外周エリア西側・高台エリア・エントランスエリアを
整備することで、新たな花みどりの魅力の創出を図っていきます。

高台エリア

エントランスエリア

外周西側エリア

花博にふさわしい
「ウェルカムガーデン」
ガーデンデザインー吉谷桂子氏にデザインを依頼し、ゲート
を入った瞬間に心打つインパクト、ワクワク感、おもてなし
感のあるデザインの花修景でお迎えします。 SNSなどで発信
されるような印象度の高いウェルカムガーデンの展開を行い
ます。

「はなのはら」ガーデンデザイナー小倉珠子氏監修

サスティナブルガーデン
野原のようなナチュラルな風情があり、やさしく咲く花々にそよ
ぐ風やきらめく光を感じる、グラスと宿根草、球根がメインのサ
スティナブルガーデン。花期や見頃の異なるグラスや宿根草、球
根を最初から多種組合せます。また、日本原種の野草や改良種、
蝶や蜜蜂などの生き物が好む草花も多く入れ、植物相豊かな生物
多様性ガーデンとして構成します。

【世界一美しい『桜とチューリップの庭園』】
桜1300本とチューリップ50万球の競演。

【スマイルガーデン】
　全長150ｍのダブルボーダーイングリッシュ
　ガーデン。

【ローズガーデン】
『音楽の都・浜松』
にちなみ、音楽関連
の名前の品種を多く
展示。

New

New

New

【藤棚】
時期をずらしながら、様々な藤が楽しめ
る。夜間ライトアップで幻想的な世界を
演出する。

マスコットキャラクター
「ふらまる」

10周年のウェルカムガーデン

現在のウェルカムガーデンの様子
現在のウェルカムガーデン

15周年目の春の様子

サスティナブルガーデンイメージ

没入体験型の庭イメージ

フラワーフォレスト2024
没入体験型の庭で
自然の美に包まれる
ガーデンデザイナー吉谷桂子氏が手がけるテーマ性を持った魅力
ある庭園整備により、花博の主力展示とします。足下から頭上ま
で自然に包まれることで心癒やされる新感覚のデザインです。
庭空間を植物で構成するギャラリーになるようデザイン。話題と
なるような「映え」の眺めを構成します。ライトアップ照明を導
入し、夜も昼も楽しめる工夫をします。



概要版② 夜間演出 浜名湖花博20周年記念事業
実施計画

エントランスエリア

外周西側エリア

●スマイルガーデン
全長150ｍのダブルボーダーイングリッ
シュガーデン。
●ホワイトガーデン
白の世界と虹の藤のトンネル
　実施期間　４月下旬から５月上旬まで　
　時間　18:30～20:30

デジタルコンテンツを活用した音と光の夜間演出を地元企業の技術を結集して挑む

高台エリア

桜の夜間ライトアップ

基本方針

　例年行っている桜、藤のライトアップをベースに、噴水池、エントランス、沿道、フォトスポットの演出を加える形で行います。
　国内最大級のウォータースクリーンによるマッピング映像や各種演出装置を地元企業とのコラボレーションにより、話題性溢れ集客効果の高い夜間演出
を行います。

エントランス（イメージ）

フォトスポット（イメージ）

長藤の夜間ライトアップ
桜とチューリップの夜間ライトアップ

●世界一美しい『桜とチューリップの庭園』
桜1300本とチューリップ50万球の競演。
　実施期間　３月下旬から４月上旬まで　
　時間　18:30～20:30

桜とチューリップの夜間ライトアップ桜の夜間ライトアップ 白藤の夜間ライトアップ 長藤の夜間ライトアップ

●藤棚
長藤、白藤など時期をずらしながら、
様々な藤が楽しめる。夜間ライトアップ
で幻想的な世界を演出します。
　実施期間　４月下旬から５月上旬まで　
　時間　18:30～20:30

（イメージ）

実施期間　桜とチューリップのライトアップ期間（３月下旬から４月上旬まで）

　　　　　藤のライトアップ期間（４月下旬から５月上旬まで）

　　　　　上記期間の他検討中

●噴水池
「大噴水ショー」では水と音と光の
コラボレーション、ウォータースク
リーンによるプロジェクションマッ
ピングが楽しめます。

（イメージ）



概要版③ イベント 浜名湖花博20周年記念事業
実施計画

外周西側エリア

高台エリア

エントランスエリア

ウェルカムガーデン
〇K-mix「らじこん」公開生放送
〇出張プロムナードコンサート
〇開閉会式及びメモリアルイベント

フラマウンド
〇フラフェスティバル
〇オカリナフェス

ウッドデッキステージ
〇鈴木豊乃プロデュースによる
　　　秋川雅史氏との共演ライブ
〇市民参加ステージ

基本方針

イベントは、下記マップに記載した内容をはじめ、園内各所で展開します。
360度映像の特設シアターやスポット巡り、園内各所で企業の出展ブースを設ける「地域企業・スタートアップの実証実験及び出展ブース」
などを検討します。

360度映像の特設シアターやスポット巡り
　〇　花みどり館をシアターに見立て、壁面や天井　　
　　に映像を投射しすることによって、360度映像　　
　　の醍醐味である没入感を楽しむことができます。
　〇　360度カメラで撮影した花みどりの映像を10か
　　所のポイントで体感してもらうショートツアー
　　を検討します。
　〇　事前に、360度映像を活用した動画を作成し、　　
　　開催前からPRに活用します。

「食」によるおもてなし
　〇浜松パワーフードとのコラボレーション
　　・　市内食材を中心とした花博オリジナルパワーフード
　　　弁当の商品開発及び試食会を開催します。
　　・　会期を通じたパワーフード弁当の現地販売も検討します。
　〇キッチンカーフェスタ
　　・　静岡県内の食材を絡めたメニュー提供を中心とした　　　
　　　キッチンカーが集います。
　　・　フェスタ期間以外も、キッチンカーによる「食」を
　　　楽しんでいただける催しを検討します。

FCV・EV公用車のイベントへの
電力供給
〇　会期中行われるイベントの一部電力　
　供給をFCV・EV公用車で行います。

その他イベント
〇花みどりトークショー
〇インスタグラムを活用したフォトコンテスト
〇庄内学園10周年デー（仮称）
〇市民参加ステージ
〇動物園と連携したイベント　など

フォトコンテスト

企業展示ブース
〇　会期中に実施可能な技術実証実験や、　
　企業・製品のショーケースとしての　
　ブースを設け、出展を募ります。
　フラワーパーク
　会場内に限らず、
　周辺地域での
　実証実験も検討
　します。

トークショー

ショートツアー特設シアター
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湖西市事業計画
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はじめに

　令和6年3月から、浜名湖ガーデンパーク、浜松市フラワーパークを
拠点に浜名湖花博20周年記念事業が開催され、期間中には全国各地か
らの多くの人出が予想される。 
　この花博20周年事業を環浜名湖が一体となって推進し、賑わいを創
出するために、湖西市においても静岡県・浜松市と連携し、湖西市の
地域資源を活かした『花の都づくり』に繋がるイベントやツアー等を
実施する。 　

正太寺のツツジ（入出）

新居弁天海釣公園・海湖館桟橋（空撮）

新居関所
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第１章

事業計画



浜名湖花博20周年記念事業
実施計画

浜名湖花博20周年記念事業実施計画3

　　湖西市では静岡県との連携によって、花博特設駐車場として活用が予
定される新居町向島荷揚場及び新居関所周辺の2箇所に桟橋を設置。こ
こから花博会場、新居弁天海湖館桟橋を舟運ルートで結び有機的な浜名
湖周遊の仕組みを作り上げ、観光誘客を図る。また、海湖館周辺で“花の
マルシェ”などのイベントを計画、新居弁天観光地域再開発事業地（新居
弁天公園内）での実施事業とともに、花博20周年事業に彩を添える。 

事業計画

市内への桟橋設置と活用・新居弁天地域での
イベント実施

中根庭園整備とまちあるき

　湖西市新居町内に所在する故 中根金作 氏（昭和の小堀遠州と称えら
れた世界的造園家）及び中根庭園研究所が手掛けた日本庭園、緑道、
花壇などの再整備と、観光案内看板の設置を実施する。また、新居関所
から中根庭園、市内浜名川沿いの緑道などを巡る“まちあるき”を計画す
るとともに、湖西市内の花・緑を紹介するパンフレットを造成、花博会場と
ともに一体的な活性化を目指す。 

中根庭園（新居図書館） 



②③ キャンプエリア・林間ピクニック広場

○通常のビジターキャンプエリア、車が入れるオート
　キャンプエリア、ペット同伴キャンプエリアを整備

④ センターエリア・ドッグランエリア

○ランドマークとなるカフェ併設のセンターハウスの他、

○複数のドッグランと温泉足湯を整備
　イベントカースペース、飲食ベンチスペースを設置

⑤ 駐車場エリア

○200台分の駐車場を整備。公園来場者の他、釣り客等も利用可能

旧わんぱくランド 熱帯植物園

海浜公園 海湖館
海釣り公園

①

②③
④

⑤

○キッチンカーと飲食ベンチスペースを設置
○地元グルメや農産物等を販売するマルシェを開催

① イベントマルシェエリア

新居弁天公園の再整備

新居弁天公園を年間を通じて賑わいが生まれ、市内外から人が集う
魅力のある観光拠点に再整備

目 
標

遠くからでも足を延ばして行きたいと思ってもらえる
名物マルシェに育てる

マルシェの目的

○人と人、人と地域とのつながりを創出する場づくり

○浜松市と豊橋市にはない湖西市の魅力の発信
○定期的な開催による地域の憩いの場づくりと観光ス
　ポット化

｢職住近接｣の推進

湖の見えるマルシェ（ＫＯＳＡＩＣＨＩ）

新居弁天公園

観光振興の推進（新たな観光拠点の整備）






























